平成24年度当初予算　　　支出科目　款：衛生費　項：環境管理費　目：公害対策費
	事業名:　河川・土壌・地下水汚染対策事業費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）   　

環境生活部　環境管理課　水環境担当　                         

電話番号：058-272-1111（内2833）
   

E-mail：c11264@pref.gifu.lg.jp 　　　　　　　　　　　　　　　
	事業費


　要求額：4,384千円（前年度予算額：2,560千円）
	事業内容


	１　事業の内容


河川や土壌・地下水の汚染事故等に対して迅速に対応するため、危機管理体制及び機器の整備を行う。
（1） 水質汚濁事故対策

・油及び有害物質の公共用水域への流出、魚類へい死等の水質事故対応

・流出事故時等の対応に必要な流出経路図の作成のための資料収集
・河川水質調査及び測定

（2） 地下水・土壌汚染対策

・地下水汚染または土壌汚染判明時の対応

・地下水質調査の実施
・原因究明のための専門家による検討会の開催

・土壌・地下水汚染浄化機材の貸出（土壌ガス吸引装置1台、地下水浄化装置２台）

	２　所要経費


（1） 水質汚濁事故対策　　　　　506千円
（２）地下水・土壌汚染対策　　3,878千円
	これまでの取組と成果


	１　長期構想上の位置付け


Ⅳ　美しい自然と環境を守る「清流の国」づくり
１　森・川・海をつなぐ清流とふるさとの自然を守る
	２　これまでの取組状況


　・油及び有害物質の公共用水域への流出、魚類へい死等の水質事故判明時に迅速に対
　　応し、汚染拡大を防止するとともに原因者等に対する指導を実施した。

　　（平成２２年度　水質汚濁事故　６７件）
・土壌汚染、地下水汚染判明時に、地下水汚染の拡大防止と県民の安全・安心を守るため、岐阜県地下水の適正管理及び汚染対策に関する要綱（平成１３年４月施行）に基づき、関係市町村等と連携し迅速に対応した。
　（平成２２年度　土壌・地下水汚染　１１件）

・地下水汚染または土壌汚染の原因の特定や、適当な浄化対策を講じるために、専門家から構成される岐阜県土壌・地下水汚染対策検討会を実施した。
	３　これまでの取組に対する評価


各関係機関との連携により河川の水質事故や土壌汚染、地下水汚染判明時の迅速な対応に努めるとともに、汚染原因者等に対して適正な浄化対策の指導を行っている。

近年、河川及び土壌・地下水に関する事故が多発していることから、県民の健康と生活環境を守るため、引き続き早期発見、早期対応に努めるとともに、事業者等に対する指導の強化が必要である。
　
	決定額の考え方


	要求額の財源内訳（単位：千円）


	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫
支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財　産収　入
	寄付金
	その他
	県　債
	一　般
財　源

	前年度
予算額
	2,560
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	2,560

	要求額
	4,384
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	4,384

	決定額
	4,384
	
	
	
	
	
	
	
	4,384


